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研究成果の概要（和文）：アフリカ熱帯雨林に住む狩猟採集民と農耕民の森林食物資源
利用を、生態人類学的フィールドワークをとおして比較検討した。その結果、両者
が利用する食物資源は大きく重複しているものの、それらの資源の運用のあり方に決定的な差
異があることが明らかになった。この知見は、当該地域で現在さかんに進められている森林保
全計画に反映させることをとおして、住民の生活と森林保全の両立を実現しうる計画を練り上
げることに貢献できるだろう。 
 
研究成果の概要（英文）：Based on ecological-anthropological fieldwork, forest resource uses 
by hunter-gatherers and cultivators co-living in the African rainforest were compared. As a 
result, food resources used by the two peoples were largely overlapped, but manners of 
resource management were definitely different between them. This knowledge will be 
useful to adjust the forest resource management project to plural local peoples’ livelihoods.  
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１．研究開始当初の背景 
 中部アフリカの熱帯雨林には 10 をこえる
ピグミー系狩猟採集民が分布している。かれ
らは「森の民」として知られており、社会・
文化・生態については多くの研究蓄積がある。
しかしピグミー系狩猟採集民が、どのような
森林食物資源に、どの程度依存してきたかと
いうことは、はっきりわかっていない。なか
には、狩猟採集の産物のみによっては熱帯雨
林で生活を維持できず、農作物の利用を前提
として人間が熱帯雨林に住むようになった
と主張する研究者もいる。こうしたなか研究
代表者は、2001 年以来、バカ・ピグミーの森
林資源利用に関する研究をおこなってきた。
本研究に関連する成果に以下の二点がある。 
(1) バカの食物獲得活動と土地利用。調査地
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域には野生ヤム（Dioscorea spp.）が集中分布
する地帯があり、そこで野生ヤムを利用する
ことで、熱帯雨林で最も食物条件が厳しいと
される乾季の間にも、農作物に依存しない生
活が可能であることをしめした。 
(2) 野生ヤムの分布と人間活動との関係。熱
帯雨林の中のごく限られた場所に野生ヤム
が群生するパッチが形成されること、そのよ
うなパッチが集中する地域にはかつて集落
があったこと、そしてバカはときおり野生ヤ
ムのイモの移植などの半栽培的な行為をす
ること、以上の三点をしめし、これらをふま
えて、野生ヤム群生地はなんらかの人間活動
の影響下で形成され維持されてきた可能性
があることを指摘した。 
 以上二点から、ヤム採集はバカの森林資源
利用の核にあること、さらにヤム採集は＜半
栽培＝半野生＞の領域に位置しており、狩猟
採集／農耕という二項対立の枠組みでは捉
えきれないことがわかる。したがってバカの
森林資源利用を理解するためには人々の資
源利用形態の多様性と柔軟性に着目しなが
ら、食物資源の利用可能性（availability）が
どのように形成され、維持されてきたかを解
明する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究成果から、バカの野生ヤム
採集は純粋な狩猟採集活動とはいい難く、ま
たバカの農作物栽培も完全な農耕とはいい
難いことがわかる。すなわち人々と食物資源
との関係のあり方は、栽培植物か野生植物か
といった個々の食物資源の性質のみによっ
て単純に決定されるものではない。その核心
を理解するためには、資源を獲得するまでに
投入される労働が、資源の運用（認知、管理、
所有、流通、消費）をめぐる社会関係のなか
でどのように位置づけられているかを把握
する必要がある。そして、社会関係における
労働の位置づけは、食物資源が存在する生態
環境の特性や、それぞれの集団の文化的・社
会的伝統を含む、さまざまな要因が複合的に
作用するなかで形成され、変容していく。 
 そこで本研究では、「食物資源にたいする
人々の働きかけ」と「モノのやりとりをめぐ
る社会関係における労働の位置づけ」との関
係に着目しつつ、狩猟採集民と農耕民による
森林食物資源利用を比較することをとおし
て、熱帯雨林における食物資源利用の共通項
と多様性を解明し、そのうえで熱帯雨林居住
民の生活類型の再検討をおこなうことを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、中部アフリカのカメルーン共和
国に住む、ピグミー系狩猟採集民バカ、およ
び近隣に住むバントゥー系焼畑農耕民を対
象とする生態人類学的なフィールドワーク
にもとづいている。 
 
４．研究成果 
(1) 野生ヤム採集と農作物栽培における、植
物にたいする人々の関与のしかたの類似点
と相違点を、「半栽培」のグラデーションに
位置づけながら明らかにした。その結果、人
間活動と森林環境とのインタラクションを
とおして食物資源が形成され、消失していく
という点において、野生ヤムと農作物には森
林食物資源としての共通点があることを指
摘した。 
(2) 狩猟採集民と農耕民では、食物資源獲得
のための労働投入が食物資源の運用にさい
してどのように意味づけられているかとい
う点に、差異があることを明らかにした。一
方で両者の食物資源は大きく重複していた。
すなわち、狩猟採集民的な生活様式と農耕民
的な生活様式との最大の相違点は、利用する
食物の生物的性質や労働の先行投入の有無
そのものではなく、食物資源の運用をめぐる
社会関係のなかで先行する労働投入の事実
がどのように意味づけられているかという
点にあると結論づけた。 
(3) バカの狩猟規則の機能と構造を明らかに
した。バカ社会には、ゾウやカワイノシシの
狩猟にさいして第一撃を与えた男はその肉
を食べてはならない、という規則が存在する。
ハンターが肉を食べられない一方で、その肉
は人々に広く分配される。このような肉のシ
ェアリングは、従来、贈与交換の変種として
理解されてきた。しかし、バカたちの肉のシ
ェアリングは、贈与交換とはまったく異なる
原理にもとづくモノのやりとりであること、
また、上記の狩猟規則は、精霊と動物と人間
の関係性をめぐる豊かな想像力にもとづい
て構造化されているバカたちの「生きる世
界」を再生産する装置として機能しているこ
とを指摘した。 
 以上の成果を端的にいえば、狩猟採集民と
農耕民が利用する食物資源は大きく重複し
ているものの、その運用のあり方に差異があ
る、ということである。これまでアフリカ熱
帯雨林に住む人々は、漫然と「狩猟採集民」
と「農耕民」として区別されてきたが、これ
らの研究をとおして、かれらの資源利用のあ
り方の類似点と相違点を明確に理解するた
めの枠組みが得られた。なお、これらの成果
は、雑誌論文 5 件、編著書 2 件、および学術
図書掲載論文 11 件として公刊された。 
 また本研究をとおして明らかになった今
後の課題として、以下の点をあげることがで
きる。すなわち、現在、当該地域にてさかん
にすすめられている森林保全計画において、
住民の生活と森林保全の両立を達成するた
めに、人々の資源利用に関する知見を、どの
  
ように活用できるかという点である。とりわ
け本研究では、同じ地域に住んでいる狩猟採
集民と農耕民の資源利用における差異が明
らかになったが、このような地域住民のあい
だにみられる資源利用のあり方の多様性を
森林保全計画にどのようなかたちで反映さ
せることができるのかという点は、今後の研
究においてもっとも着目すべき点である。そ
れについては、本研究にひきつづいて採択さ
れた科研費にて、継続して研究をすすめてい
く予定である。 
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